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1 まえがき
導電性繊維は, フレキシブルでコンフォーマルな 3次元アン

テナ形成を可能とすることから, 次世代の衣類装着型アンテナ
の材料として注目されている. また, 刺繍による給電部の形成
に有利であるため, 導電性繊維を用いて形成する電磁結合給電
型マイクロストリップパッチアンテナが研究されている [1].

アンテナは衣服等に埋設する場合には柔軟性が必要であるこ
とに加えて, 導電性繊維のコスト面からも, 刺繍量の削減を図
る事が望まれる. 本報告では, 電磁結合給電マイクロストリッ
プパッチアンテナの柔軟性を高めるために, 地板の刺繍量を削
減する構成法を提案し, 電気特性の評価を行った.

2 アンテナモデル
文献 [1] で提案されている電磁結合給電型マイクロストリッ

プパッチアンテナの地板を, 文献 [2]を参考に交差部の電気的
接続性を考慮した地板刺繍量削減モデルとして 4種試作した.
これらの刺繍条件を表 1にまとめた. Model 1-1 は X および
Y 方向に 5.0 mm 間隔で刺繍した. Model 1-2 は X 方向に
5.0 mm 間隔, Y 方向に 1.0 mm 幅で 2 本刺繍し, 5.0 mm 間
隔毎に刺繍した. Model 2-1 は Model 1-2 の X 方向と Y 方
向を入れ替えたものである. Model 2-2 は X 方向および Y 方
向に 1.0 mm 幅で 2 本刺繍し, 5.0 mm 間隔毎に刺繍したも
のである. Model 1-1, 2-2 の刺繍形状を図 1 に示す. 比較対
象として銅板を用いた同一寸法のアンテナ ( Model Copper),
及び文献 [1]で提案されているアンテナ ( Model Target)の 2
種を用いる.

3 測定結果
各試作モデルの反射特性測定結果を図 2, 指向性測定結果

を図 3に示す. Target と比べて最大で約 250 MHzの周波数
シフトが確認された. 反射特性の最小値は Model 2-2 の 約
-15.5 dB, 最大値は Model 1-2 の 約 -15.3 dB となり, Target
と概ね同等の結果となった. また, 図 3 より指向性の最大値
は Model 1-2 が Target より 約 0.2 dB 低く, 最も利得の低
い Model 2-1 であっても Target との差は約 0.6 dB であり,
Target と概ね同等の放射特性を得ることができる.

4 まとめ
本報告では, 電磁結合給電型マイクロストリップパッチアン

テナの交差部の電気的接続を考慮した地板刺繍量削減モデル
を試作し, Target に比べて最大で刺繍量を約 90% 削減した地
板刺繍量削減モデルにおいても動作利得等のアンテナ放射特
性に大きな影響を与えない地板形成法の提案を行った.
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表 1 各モデルの刺繍条件
試作モデル 　地板刺繍方向と刺繍本数

Model 1-1 X方向 : 1本, Y方向 : 1本
Model 1-2 X方向 : 1本, Y方向 : 2本
Model 2-1 X方向 : 2本, Y方向 : 1本
Model 2-2 X方向 : 2本, Y方向 : 2本

図 1 Model 1-1 (左)及び Model 2-2 (右)の刺繍形状

図 2 反射特性測定結果

図 3 指向性測定結果
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